
人材養成その他の教育研究上の目的（創造理工学部）

学科 目的

建築学科 本学科は、自然環境や歴史・風土と共生する豊かな生活環境を社会に提供してい
く立場から、地域固有の多様な伝統と文化に根ざした広義の「建築デザイン」を実
践する技術者を育成し、世界に誇れる建築文化を確立することをめざしている。「建
築デザイン」とは芸術と工学を融合した総合的なデザインを意味する。そこには、
地域を構成する「人」「建築」「都市」「自然」が有機的に関連しあいながら、年月
とともに調和のとれた生活環境を形成していくための、意匠設計、修復・保存再生、
まちづくり等の安全性と持続可能性を担保した多様な活動が含まれる。

総合機械工学科 本学科は、次世代社会に向けて「もの」中心の伝統的な機械工学の枠組みを超え、
「もの・ひと・こと」を基盤とした新しい技術を総合的にデザインできる創造的な
開発エンジニアや研究者の養成を行う。そのために、科学的な知と実践的な知を統
合したプロジェクト型の教育・研究を導入する。これにより、価値観が異なる多様
な人々に則して、現代社会が抱える諸問題を解決していくことが可能な我が国独自
の「ものづくり」文化の実現を目指す。そこには、環境・エネルギー、医療福祉・
高齢者介助、安心・安全、コミュニティ創生、ICT、モビリティ、宇宙、ロボット
など、多岐にわたる分野、先端技術が含まれる。

経営システム工学科 本学科は、これからの社会に不可欠な経営システムの設計・構築・運用・管
理・活用を行うことができる人材の養成を目的としている。そのために必要な
基礎・応用技術の習得、机上で得た知識を応用できる能力の育成、より専門的
な知識の習得、問題を発見し分析・考察を行い、それを解決・統合する能力の
育成、実践的能力の習得、国際社会で通用する能力の習得を学習・教育目標と
している。

社会環境工学科 社会環境工学は、地球的視点から、自然環境の保全、生活環境の向上、人間社会
の安全等を工学的に取り扱う学問である。本学科は、人間が安全で文化的な生活を
送るために必要な社会基盤を整備し、自然と協調・共生した生活を、技術者倫理に
基づいて提案・実現することができる人材の養成を目的とする。そのため、倫理観
に裏付けられたゆたかな人格形成、数学・自然科学・情 報技術を基礎とした教養
と応用力の獲得、社会環境工学の専門知識を基礎とした問題の分析・洞察・解決力、
自然や社会の環境変化に自立 的に対応する能力と想像力、日本のみならず国際社
会での指導力と倫理観にもとづく行動力を育成することを教育の理念とする。

環境資源工学科 人類の活動範囲の拡大に伴って、エネルギー資源や金属資源の枯渇、有害物質に
よる汚染、地球温暖化、森林破壊、オゾン層破壊など多くの問題が引き起こされて
いる。本学科の学生に対しては、これらの地球環境問題について、まず基礎となる
数学・物理・化学・地球科学などの基礎科学に対する深い理解を求める。さらに、
新しい金属資源や石油資源の開発、材料の開発、資源リサイクル、環境計測と環境
浄化などの研究を通じて、将来にわたって環境問題を考慮した、人類の持続的発展
に寄与できる人材を養成する。


